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山県市立富岡小学校 折れない心の育て方（行事参加型＋講演会型） 
開催日：１１月１１日（日） 
講師：家庭教育ｶｳﾝｾﾗｰ: 

内田玲子 氏 

○スマホやインターネットを見る前に子どもを見
てほしい。 

○生活の中に答えがある。体の中に答えがある。 
○家の中は練習場で、外は晴れ舞台 
・親が子どもの方を向いていないため、不登校や、
いじめ等、子どもの心が折れてしまう。 

・子どもを怒る親は自分がすっきりするまで怒り
続ける。 

・インターネットの「親子別室」の育児を信じ、
夜中見ていないため、生後 7 か月の子が亡くな
った悲しい話。 

・親が自分を見てくれなくて、不登校になった。
担任が見せてくれた中学校の道徳副読本「21世
紀の旅立ち」から講師につながり、立ち上がろ
うとする話は、関わってくれる人の存在の大き
さを感じた。 

○子どもをプラスで見て、褒めてあげることが前
向きに生きていこうとする子どもになる。 

コメント 
講演歴 4500 回以上の講師か

ら続けて出てくる事例に、うなづ
くばかり。子どもをちゃんと認め
てあげる。子どもをプラスに見て
あげることで、安心して外に向か
っていけるというお話でした。 
「子どものやる気を出すには」の
質問に対し、「1日でうれしかった
ことを話してあげる。」との答えは
「なるほどぜひそうしてほしい」
と思えるものでした。 
聞いていた保護者の方も、質問

や講演後もお話をされる方がい
て、関心の高さを感じました。  

＜感想等＞ 
・本物だと思いました。あたり前の事だから、みんな気
づかないのだと思いました。 

・言われてみれば、あたり前と思う事ばかりですが、家
に中でできていないと実感させていただきました。 

・子どものいいところを引き出してあげたいと思いました。（父親談） 

各務原市立各務小学校 個性心理学キャラナビ（講演会型） 
開催日：１１月１５日（木） 
講師：個性心理学講師 

佐藤みゆき 氏 

○月（相手を考える）・地球（自分軸）・太陽（天才

肌）の３分類で大きく分かれ、１２種類の動物で

６０分類のキャラになる。 

・きちんとしたい母、言うこと聞かない娘２人 素

直な息子のそれぞれの理由が、キャラクターを調

べてみて納得できる。 

・自分の家族のキャラを確認、キャラの特徴を講師

の先生から紹介されると、言われる通り。扱いに

くい理由がわかる。 

・個性は遺伝しない。受け入れること、柔軟な発想

が大事である。 

・最後に絵本：弦本將裕「杉の木の両親と松の木の

子ども」個性を尊重して、育児を行うこと。 

コメント 
自分と家族のキャラクター探

しを通して、色々な個性がある
事が理解でき、そのために家族
としてどう接するのかを素直に
考える事ができていました。 
講師の豊富な知識や実践か

ら、家庭でも個性を伸ばすため
に、どのように接すればいいの
かを考えられる良い機会になっ
たといえます。 
自分が何者であるか知りたい

のはどの人も自然な欲求です。
話に引き込まれました。 ＜感想等＞ 

・家族や自分を知ることができ、とても楽
しかったです。そうだなあと思う所が多
くありました。その子の個性を大切に、
これからの子育てに今日学んだことを生
かしていきたいです。 

・日常、子どものことでえっ？と思うこと 
 があっても、それが個性だから、口うる 
さく言ったり、否定したりするんじゃな 
く、ありのままを受け入れてあげることがやっぱり大切だとあらためて 
思いました。早速今日から実践していきます。 

岐阜県環境生活部  
 環境生活政策課 
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瑞穂市立穂積小学校 ハーブ講座（体験活動型） 

開催日:１１月６日（火）

講師：ﾊｰﾌﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ 

広瀬幸子 氏 

瑞穂市の市民講座の講師 

○ハーブは美容と健康、心の健康にも役立つ 

①自宅で育てられた何種類ものハーブを飾り、雰囲気

が出ている。ハーブを嗅ぎ比べ、名前を聞いたり、

好みの香りなどを言い当てたりして盛り上がる。 

②本日使用するカモミールは自宅で育て乾燥させて

作ったもの。 

③ヨーロッパ発祥のハーブであるが、日本でも育てら

れる。効能はそれぞれ特徴があり、多くの利用方法

がある。 

④チンキ剤はドライハーブとアルコールを使えば自

分で作ることができる。 

⑤今日はカモミールチンキ、グリセリン、精製水、各

自好みの精油で香りをつけて、化粧水を作成。 

⑥2種類（カモミール、ハイビスカス）のハーブティ

を試飲。 

コメント 

広瀬先生の楽しそうなお話

で、ハーブの効能や化粧水の作

り方について、とても興味がわ

くものでした。ついつい質問や

お話が弾みました。ハーブティ

ーもいろいろ試したくなる雰

囲気でした。 

きっと各家庭のプランター

にハーブが一杯になり、家族が

美しく健康になりそうです。 

 

＜感想等＞ 

・いろんなものが試せそうだ。楽しい。 

・香りでリラックス、子どもにも塗ったり、飲ませ 

たりしたい。 

・プランターで育つならチャレンジしてみたい。 

・ハーブティーでおしゃべりが楽しい。盛り上がっ

た。ワイワイガヤガヤと活気が出た。 

 

岐阜市立東長良中学校 骨盤矯正ﾞ（ｶｲﾛﾌﾟﾗｸﾃｨｯｸｽ）（体験活動型） 
開催日：１１月１７日（土） 

講師：カイロプラクター 

服部君枝 氏 

 

○身体の事で学ぶことが多くありました。 

・カイロプラクターは食事・睡眠を学びつつ、

施術・運動を伝えている。 

・骨盤の左右のずれや背中の歪みは、いろいろ

な部位に影響が出てくる。場合によっては疾

患にもなる。 

・栄養素 5 種類赤色・白色・黄色・みどり色・

黒色をバランスよくとる。 

・健康法の朝食バナナ・酵素ドリンク・カッテ

ィング（断食3日間）などの話。 
 

コメント 

講師の体験によるお話は、運動

だけでなく、栄養・睡眠の内容も

あり、特に更年期のつらい状況で、

医師に異常なしと言われたことへ

のショックや対応の事例には、い

ろいろ考えさせられることがあり

ました。 

骨盤や背骨のゆがみに関して、

当日母親と一緒に参加した子にも

実践されたり、家庭でも実践しよ

うといった声が出たりしていまい

した。 

骨盤体操は参加者が楽しくでき

て、スッキリしたと好評でした。 

・自分で体の歪みをチェックする方法は家庭で子どもにも実践できる。 

○骨盤体操は、岐阜支部長が考案 

長座でふとももを叩く、ネコ、アシカのポーズ、隣の肩を叩く等楽しく音楽

に合わせてできました。腰や首肩などよく動かすため、楽になれたようです。 

＜感想等＞ 

・体がスッキリしたし、楽しかった。子 

どもにしてあげたい。 

・体の状況が良く分かりました。ために

なることが沢山ありました。いい運動

になりました。 

・更年期の話がよく分かった。家族の理

解は重要だと感じた。気分的な高揚が

あり楽しくできました。 

２ 



本巣市立弾正幼児園 親子サッカー教室（行事参加型＋体験活動型） 
開催日：１１月７日（水） 

講師：FC 岐阜ｽｸｰﾙｺｰﾁ 

岩崎真央 氏 三ケ月宏 氏 

 

○FC岐阜のコーチは男性がみかんコーチ、女性が

マヨネーズコーチと言う呼び名で、乳幼児が覚

えやすい表現をされていた。 

・すべての運動の見本を見せながらの説明だった

ので、親子で動きやすかった。 

・子どもの様子を見ながら、親子遊び・親子でボ

ール運動、ゴール練習など、時間を変えたり、

動きやルールを加えたりすることで、運動の幅

が広くなり、子どもも飽きずに集中できていた。 

○どの年次の子どもも、ボールにすぐに慣れる姿

があり、親子の運動量が多く、とても楽しそう

な雰囲気でした。 

コメント 

動きやボールへの躊躇や恐れが

ないことは、保護者がいるというだ

けでなく、運動に親しむことができ

ていると感じました。 

乳幼児期の運動経験が一生を決

めるという本巣市の教育長さんの

方針を受けて、弾正幼児園が環境を

整えていることが、今回の家庭教育

学級の乳幼児の動きから良く分か

りました。 

この環境の中で、保護者の理解が

進むことで、この子たちがどのよう

に育っていくのかが楽しみです。 

＜保護者の感想等＞ 
年中：楽しい。うまい子がいてびっくり 

・暑い、疲れた（父親） 
・楽しいです。子どもの楽しそうな姿を観 
 ていて楽しい。 

年少：小さくて、動きに慣れていないため、ボー 
ルが離れると手でつかもうとしてしまう
ので、足だけでやるという約束が入って
も、楽しくやっていたので親としても楽し
く参加できた。 

年長：親子でふだん家ではやれないサッカーができ、楽しむことができたので
よかった。クラスみんなで試合が出来て楽しそうでよかった。 

 
山県市立伊自良中学校 「話そう!語ろう!わが家の約束」運動 

 

 

 

 

 

 

 

取組の様子   

夏休みに家族で取組を決め、実践しました。 
○家族そろって朝ご飯を食べる。 
子：みんなで一緒にいる時間を大切にしたいと思いま

す。 
保：朝 6時に毎朝みんな揃って朝食をとりました。勉

強で眠い日もあったけど頑張って起きたね。 
○朝、どんなことがあっても笑顔であいさつ 
子：笑顔であいさつすると、不機嫌でも、気持ちが晴

れて、いい朝が迎えられた。 
保：今年の夏は熱帯夜が続き、十分に睡眠がとれてい

ないので、朝は不機嫌な顔で起きてくる日が続い
た。だから、この約束にして一日が気持ちよく迎
えることができたと思う。  

○お昼の食器を片づける。 
子：毎日きちんと自分で片づけることができた。これ

からも時間があるときは手伝いたい。 
保：仕事から帰ると、毎日キッチンがきれいになって

いてうれしかったです。みんなの分も片づけてく
れてありがとう。  

伊自良中学校の生徒の内容が家族思いで、あたた
かい会話や家族の関係が想像されます。 
イイですね。 
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岐阜県のＨＰにある社会教育から入っていくと家庭教育プログラムがあります。次のような資料があ

ります。家庭教育プログラムは実践するためのものですが、資料としても参考になるものがあります。

その一部を紹介します。 

●体験活動の経験が大事です。 

体験活動の重要性がここに表れていま

す。地域の中での経験やボランティア活動

も一つの体験ですし、人との関わりが重要

であるということです。 

 

 

 

 
 

●ネットとの付き合い方には家庭でのルール作りが重要です。 
ここに示されているように、家庭でのルールづくりが重要です。ここにつなぐには、先ず家庭での約束づくり

の経験や、ルールを守ることの大切さを家庭内で実感していないとできません。そのためのプログラムも掲載

されています。ぜひご覧ください。 
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